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1   はじめに 

アルミナは、各種部材や触媒担体などに広く使わ

れている、化学的に安定な優れた素材である。永井

らが開発した、繊維状のアルミナ前駆体ナノ粒子

(ベーマイトナノファイバー)からなるゾルは、自己

組織化により、均一で透明な自立膜を作成すること

が可能で[1]、この特性を利用した用途開発に取り組

んできている。本研究では、発光中心となるイオン

として Tbをドープさせた photoluminescence (PL) 特

性を持つ自立膜について、PL 性能と Tb の添加量に

ついて XAFS による Tb 周りの構造解析と合わせて

検討したので報告する。 

2   実験 

繊維状アルミナナノ粒子ゾルは、文献に従い調製
した[1]。Tb は硝酸塩を前駆体として用いて、アル
ミナナノ粒子ゾルに Alに対し、Tbが 0.4, 5, 8 mol%

になるように添加したもの 3 種類を調製した。この
ゾルを Al2O3 濃度が 2.5 wt%になるように水で希釈
したものをテフロン型に流して成膜し、60℃で 6 時
間乾燥し、更に 650℃で 4時間焼成した。PL測定は
成膜したサンプルをそのままホルダーに保持して、
JASCO Spectrofluorometer FP-8500 を使い 241 nm で
励起した時の蛍光強度として、測定した。Tb LIII –

edge XAFS 測定も焼成したサンプルをビニールバ
ッグに入れたものをそのままビームラインに持ち込
み測定した。入射 X 線は Si(111) モノクロメーター
により分光し、イオンチャンバーI0 と I（I0は 100% 

N2, I は 15％Ar+85%N2を流す）を用いて透過法によ
り XAFS 測定した。XAFS のデータの解析には
REX2000(リガク)を用いた。 

3   結果および考察 

Fig.１に Tb LIII-edge EXAFS(k3(k))のフーリエ変換を

示す。Tbのドープ量が高い（Tb/Al = 5/95, 8/92）で

は、2 Åに強いメインピークが見られ、Tb/Al = 5/95

のサンプルではカーブフィッティング解析より Tb-

O で配位数は約６であることが分かった。これに対

して、Tb のドープ量が低いサンプル (Tb/Al = 

0.4/99.6)では、2.1 Å、2.8Åに２本のピークが観測

された。Tb-O に帰属されるものと推定されている

が、高ドープ量の Tb に比べ、Tb-O 距離が長くなっ

ていることが分かる。これらのサンプルについて

PL 強度を比較した。241nm の励起光で励起した時

543 nmにもっとも強い発光が見られる。そこで、こ

の 534 nm の強度をモニターしながら発光強度を測

定した時、最大強度の比は Tb/Al = 0.4/99.6, 5/95, 

8/92のサンプルに対して、0.4 : 1 : 0.6になる。これ

を、XAFS のエッジジャンプ強度でノーマライズす

ると、単位 Tbあたりの発光強度の比は 13 : 3 : 1と

なり、最もドープ量の少ないサンプルが最も発光強

度が強いことが分かり、Tb/Al = 0.4/99.6 の時の Tb

の配位構造が高い発光性能を示す構造になっている

ことが分かった。今後、この活性な構造の解析を進

めていく計画である。 
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Fig.1 FT of Tb LIII-edge EXAFS k
3
(k) of 

Tb doped alumina film.
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